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　3月11日、県北中学校の卒業式が挙

行されました。9年間の義務教育が終わ

り、新しい道へそれぞれ進みます。校舎、

部活動、そして友達。いっぱいの思い

出を胸に、新たな旅立ちです。 
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－2－（広報くにみ3月号）

　

３
月
７
日
、
真
新
し
い
施
設

に
お
い
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
及

び
落
成
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
関

係
者
約　

名
が
出
席
し
て
、
施

４０

設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
佐
藤
町
長
は
、「
こ
の

施
設
を
有
効
活
用
し
、
子
育
て

支
援
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
、
児
童
・
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
事
業

の
展
開
を
図
り
ま
す
。」
と
あ

い
さ
つ
、
佐
藤
忠
美
町
議
会
議

長
か
ら
祝
辞
が

寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
は
、
一
足

早
く
引
越
し
を

終
え
た
藤
田
保

育
所
の
園
児
た

ち
も
参
加
、
修

了
式
ま
で
わ
ず

か
と
は
な
り
ま

し
た
が
、
施
設

の
完
成
と
新
し

い
園
舎
で
の
生

活
に
期
待
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め
て
き
た
「
児
童
高
齢
者
福
祉
施

設
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
念
願
だ
っ
た
、
老
朽
化
の
著
し
い
保
育
所
の
改

築
と
、
介
護
保
険
対
応
型
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
複
合

施
設
が
、
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま
す
。



－3－ （広報くにみ3月号）

　
「
核
家
族
化
が
著
し
く
、
子

ど
も
た
ち
に
は
お
年
寄
り
と
触

れ
合
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
施
設
は
複
合
施
設
で
す

か
ら
、
そ
う
い
っ
た
部
分
で
子

ど
も
た
ち
の
精
神
面
へ
の
プ
ラ

ス
の
影
響
に
期
待
し
た
い
で
す

ね
。

　

保
育
所
の
運
営
も
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
。
軌
道
に
乗
る
ま

で
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
と
思

い
ま
す
。
保
護
者
も
そ
こ
を
理

解
し
て
、
ど
ん
ど
ん
協
力
し
て

い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。」

　
「
お
年
寄
り
た
ち
は
孤
立
し

が
ち
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
孫

の
よ
う
な
園
児
た
ち
の
姿
を
見
、

声
を
聞
き
、
接
す
る
こ
と
で
元

気
が
出
て
、
生
き
が
い
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
、
と

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
セ
ン
タ
ー
で
は
な
か

な
か
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
家
庭
的
な
、
く
つ
ろ
げ
る

施
設
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

遠
藤　

恵
美
さ

ん

（
大
町
北
）

藤
田
保
育
所
保
護
者
会
長

「
お
年
寄
り
と

　

触
れ
合
え
る
場
所
に
」

岡
田　

き
み
え
さ

ん

（
宮
前
）

国
見
町
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

提
供
責
任
者

「
家
庭
的
な
施
設
に
」
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「
国
見
町
第
４
次
振
興
計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
そ
の
具

体
的
な
事
業
を
審
議
・
検
討
す
る
、
国
見
町
振
興
計
画
審
議

会
が
２
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２１

　

平
成　

年
３
月
に
策
定
さ
れ

１３

た
「
第
４
次
国
見
町
振
興
計

画
」。
審
議
会
で
は
振
興
計
画

の
具
体
化
の
た
め
、
毎
年
３
か

年
を
見
越
し
た
実
施
計
画
を
作

成
し
、
進
捗
状
況
の
検
証
と
と

も
に
審
議
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

審
議
会
に
先
立
ち
、
正
副
会

長
に
遊
佐
眞
紀
子
町
教
育
委
員

長
、
松
浦
幹
男
町
消
防
団
副
団

長
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
計
画
で
は
、

平
成　

年
度
ま
で
に
町
で
実
施

１９

す
る
事
業
は　

事
業
、
事
業
費

４４

総
額　

億
円
に
及
び
ま
す
。

２５

　

出
席
委
員
か
ら
は
、
国
見
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
を
始
め
と
す
る
住

宅
・
宅
地
、
地
区
振
興
方
策
、

遊
休
農
地
や
教
育
な
ど
多
岐
に

渡
り
、
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
か
ら
、
初
の
一
般

公
募
の
委
員
の
方
３
名
が
加
わ

り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　学生の方は所得が少ないことが一般的であるこ
とから、申請して承認を受ければ、在学期間中の
保険料を後払いできる『学生納付特例制度』があ
ります。
　学生納付特例の承認を受けると、その期間中の
障害や死亡といった不慮の事態には、障害基礎年
金・遺族基礎年金を受け取ることができます。
◎申請は毎年必要です
学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月ま
でです。
◎手続きの方法
年金手帳、学生証の写しまたは在学証明書、印
かんを持参し、国見町役場住民生活課に申請し
てください。
◆問い合わせ　住民生活課国保年金グループ
　　　　　　　�５８５－２７８５

学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生のののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささんんんんんんんんんん、、、、、、、、、、国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金のののののののののの学生の皆さん、国民年金の
『『『『『『『『『『学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生納納納納納納納納納納付付付付付付付付付付特特特特特特特特特特例例例例例例例例例例制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度』』』』』』』』』』ををををををををををごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知でででででででででですすすすすすすすすすかかかかかかかかかか『学生納付特例制度』をご存知ですか

　異動のシーズンです。

　次のようなときは、１４日以内に届け出をお願い

します。

�職場の健康保険をやめたとき

→職場の健康保険をやめた証明書（離職証明

等）を持参してください。

�職場の健康保険にはいったとき

→職場の健康保険証と国保保険証を持参してく

ださい。

�ほかの市区町村に転出するとき

　→国保保険証を持参してください。

〈届け出先〉住民生活課国保年金グループ

　　　　　　�５８５─２７８５

国保の届け出をお忘れなく！
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水
道
水
質
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
水
質
検
査

に
つ
い
て
は
水
道
を
使
用
し
て
い
る
皆
様
に
よ
り
安
心
し
て
お
使

い
い
た
だ
く
た
め
、
平
成　

年
４
月
か
ら
水
質
検
査
基
準
が
強
化

１６

さ
れ
、
検
査
項
目
を
追
加
し
て
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
水
質
検
査
計
画
と
検
査
結
果
に

１７

つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
は
、
水
質
基
準
に

適
合
し
安
全
で
あ
る
こ
と
を
保

証
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、

水
道
水
の
水
質
管
理
に
お
い
て

中
核
を
な
す
も
の
で
す
。

　

水
質
検
査
計
画
は
、
水
質
検

査
の
適
正
化
を
確
保
す
る
た
め

に
、
水
質
検
査
項
目
等
を
定
め

た
も
の
で
す
。

◆
水
質
基
準
強
化
の
ポ
イ
ン
ト

①
少
な
い
量
で
も
健
康
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
項

目
に
つ
い
て
も
水
質
基
準
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
地
域
の
実
情

や
水
源
施
設
に
適
し
た
効
率

的
な
水
質
検
査
計
画
を
独
自

に
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

②
検
査
項
目
は
、
新
た
な
化
学

物
質
な
ど
健
康
面
に
配
慮
し

た　

項
目
が
加
わ
り
、
検
出

１３
さ
れ
て
い
な
い
化
学
物
質
な

ど
９
項
目
が
削
除
さ
れ
、　
５０

項
目
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◎水道水源の概要
配水池等施設能力場　所水源地等

山根配水池４００�／日
石母田字
国見前地内

第４水源

新田山配水池
源宗山配水池

８００�／日
石母田字
向田地内

第５水源

国見受水池
源宗山配水池

（１日最大）
２，１００�／日

泉田字
三ツ谷地内

摺上川ダム
から受水

◎法令で定める水質検査
検査項目数検査の頻度検査を行う場所検査の名称

３項目毎　日給水管末端の給水栓（蛇口）毎日検査

９項目月１回給水管末端の給水栓（蛇口）毎月検査

２０項目（年１回５０項目）年４回給水管末端の給水栓（蛇口）水質基準項目検査

※上記の検査は、町の水道を給水している区域内の４か所で行います。

◎独自で行う水質検査
検査項目数検査の頻度検査を行う場所検査の名称

５０項目年１回水源の出口原水検査

２項目必要に応じて水源の出口指標菌検査

１項目必要に応じて水源の出口クリプトスポリジウム検査

※上記の検査のほか、必要に応じて臨時の水質検査を行います。

　水質検査計画書は、役場上下水道課窓口に備え付けております。また、町ホームページでも
ご覧いただけます。
　国見町貝田簡易水道でも水質検査計画を策定しております。

◆問い合わせ　上下水道課水道グループ　�５８５─２９９７
　

国
見
は
全
国
有
数
の
桃
の
産

地
。
春
に
は
桃
源
郷
の
装
い
と

な
り
ま
す
。

　

桃
の
花
の
満
開
期
に
合
わ
せ

て
、
防
霜
フ
ァ
ン
の
完
成
を
記

念
し
「
義
経
ゆ
か
り
の
郷
・
桃

の
花
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
準
備

い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

越
し
下
さ
い
。

▼
日
時
…
４
月　

日（
日
）

１７

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

▼
場
所
…
森
江
野
町
民
セ
ン
タ

ー
広
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容
…
①
義
経
花

見
号
遊
覧
②
義
経
鍋
振
る
舞

い
③
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

選
会
④
屋
台
・
お
祭
り
コ
ー

ナ
ー
な
ど

＊
詳
し
く
は
、
今
後
予
定
の
新

聞
折
込
な
ど
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

義
経
ゆ
か
り
の
郷
・
桃
の
花
祭

り
実
行
委
員
会
（
Ｊ
Ａ
伊
達
み

ら
い
国
見
営
農
セ
ン
タ
ー
内
）

�
５
８
５
│
２
６
６
０
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4月
 

から
 

プラスチック製容器包装分別収集 プラスチック製容器包装分別収集 

ペットボトル 
分別収集へ 

もやせる 
ごみへ 

分別収集 
します 

プラスチック製容器包装 

対象外 

ペットボトル 

○上記のもので分別収集できないもの 
　油や納豆の容器、マヨネーズのチューブなど容
易に汚れを落とせないもの 
○容器包装でなく製品そのもの 
　スポンジ、歯ブラシ、ビデオテープ、定規、バケツ、
ＣＤなど 

清涼飲料水、酒類用、しょうゆ用など 
※　マークのついたキャップ、ラベルは、
プラスチック製容器包装で出してください。 

袋　類 レジ袋、菓子・野菜などの袋類、
みかんのネット等 

★出し方 
①空にして汚れのついて
いるものは水ですすぎ
（水を切り）汚れを取り
除いてください。 

　（目で見て汚れがわか
らない程度。家庭内で
の保管に支障がなく臭
いが出ない程度。） 
②名前を記入した資源専
用袋に入れて出してく
ださい 

容器類 
弁当、卵、ヨーグルト、カップ
めんなどの容器類やキャップ・
ふた等 

トレイ類 
肉・魚介類、惣菜、冷凍食品
などの食品トレイ類や菓子
の中敷き等 

外装フィルム・ 
パック類 

カップめんやビデオテープ、
ゼリーなどの外装パック、歯
ブラシなどのパック 
（プラスチックのクリアーシ
ートと圧着加工パック） 

ボトル類 
シャンプー、液体洗剤などの
ボトル 
（ペットボトルでないもの） 

緩衝材 
電化製品などの梱包材 
（発泡スチロールで資源専
用袋に入らないものは折っ
て入れてください） 

プラスチック製容器包装分別収集 
始まります。 
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小
坂
小　
　

名
１２

佐
藤　

優
実　

渡
邊　

夏
海　

佐
藤　

駿
太

安
孫
子
貴
志　

後
藤　

菜
緒　

佐
藤　

春
奈

渡
邊
み
す
ず　

紺
野　

悠
斗　

梅
津　

美
希

寺
島　

一
輝　

菅
野　

友
乃　

齋
藤
明
日
香

藤
田
小　
　

名
６５

大
塚　

拓
斗　

鈴
木　

紘
華　

遠
藤　

優
太

高
橋　

優
姫　

小
野
日
菜
子　

石
倉　
　

響

神
田　

尚
紀　

八
島　

加
奈　

高
橋　

睦
希

上
田　

晴
輝　

佐
藤
実
希
子　

金
田　

楓
菜

宍
戸
樹
里
直　

渡
部　

碧
衣　

市
川　
　

遥

一
條
亜
佑
美　

牧
内　

謙
英　

板
垣　

実
生

小
島　

捷
馬　

齋
藤　

裕
貴　

佐
藤　

玲
海

市
川　

隼
人　

阿
部　

夏
未　

高
橋　

健
也

國
分　

陽
生　

高
橋　

琳
子　

玉
木　

美
羽

田
村　

尚
哉　

齋
藤
あ
り
す　

遠
藤　
　

翼

引
地　

彩
夏　

津
田　

夏
海　

岡
田　

結
愛

木
村　

凪
那　

稲
村　

瑛
仁　

犬
伏
あ
か
ね

野
村　

珠
花　

阿
部　
　

惟　

菊
地　
　

伶

渡
辺　

真
世　

三
木　

孝
哉　

羽
根
理
佳
子

渡
邊　

理
子　

八
巻　

佳
乃　

安
藤
明
日
香

五
十
嵐
真
結　

鈴
木　
　

保　

小
林　
　

舞

小
池　

萌
美　

佐
藤　
　

楓　

野
村　

海
斗

野
村　

和
也　

田
中　

良
太　

石
川　

隼
斗

本
多　
　

隼　

菊
地　
　

奏　

佐
藤　

里
穂

井
上　

香
菜　

佐
藤　

輝
一　

吉
田　

拓
未

宍
戸　

真
琴　

佐
藤　

文
彦　

根
本　

大
樹

佐
藤
真
未
子　

櫻
井　

駿
太

森
江
野
小　
　

名
１９

佐
久
間
克
磨　

佐
久
間
雄
大　

角
田　
　

涼

大
津　

祐
太　

武
田
佳
奈
実　

佐
久
間
真
人

佐
藤　

太
一　

菅
原
安
友
奈　

引
地　

理
彩

佐
藤　

瞬
太　

佐
藤
ひ
な
た　

朽
木　
　

烈

実
沢　

健
司　

後
藤　

大
輝　

大
内　

和
奏

酒
井　

祐
樹　

佐
藤　
　

壌　

菊
地　

真
衣

冨
山
慎
太
朗　
　
　
　
　

大
木
戸
小　

６
名

佐
藤　

愛
美　

松
浦
有
里
子　

高
橋　

理
奈

澁
谷
菜
々
子　

高
橋　

美
咲　

松
浦　

麗
奈

大
枝
小（
国
見
町
分
）　

７
名

佐
藤　

竜
介　

板
橋　

優
希　

鈴
木　

晴
馬

玉
手　
　

唯　

鈴
木　

将
虎　

鈴
木
悠
一
郎

佐
藤　

響
稀

（
敬
称
略
）

説明会で出された
　　分別収集 Ｑ ＆ Ａ
Ｑ　生ゴミや紙くず等をレジ袋に入れ
てまとめて、もやせるごみの袋に入れ
て出していたが、レジ袋は必ずプラに
入れなければならないか。
Ａ　生ゴミ等中身を入れて（まとめ
て）使っている場合は、いままでどお
りもやせるごみに出してもらって構い
ません。残った（使わない）袋だけプ
ラスチック製容器包装として分別して
出してください。

Ｑ　袋に入れて分別する場合、袋類、
容器類、トレイ類、ボトル類と別々の
袋に入れるのか。
Ａ　プラスチック製容器包装に該当す
るものは、全部ひとまとめにして１つ
の資源専用袋に入れて出してください。

Ｑ　荷造りの時や発泡スチロールを束
ねてある梱包用のビニールの紐（ＰＰ
バンド）はどのゴミに出せばよいか。
Ａ　ビニールひも類は対象外なので、
もやせるごみで出してください。

Ｑ　ペットボトルのプラのラベルは分
別して出すようになるが、紙製ラベル
も取るのか。
Ａ　紙のラベルはいままでと同じく、
取れるものは取ってもやせるごみへ、
のりで接着してはがれないものはその
ままで構いません。

Ｑ　ポテトチップスの袋は油分が多く
水洗いでは落ちないがどうすればよい
か。
Ａ　紙などで拭いてもらうか、中身が
空になっていれば構いません。汚れが
ひどい場合にはもやせるごみで出して
ください。

◆問い合わせ
　住民生活課住民グループ
　�５８５─２１１６

　

藤
田
・
森
江
野
幼
稚
園
で
は
「
お
別
れ
会
」
を
行
い
、
思
い
出

の
１
ペ
ー
ジ
を
心
に
刻
み
込
み
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
１

年
間
の
成
長
を
感
じ
取
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



－8－（広報くにみ3月号）

◆
子
ど
も
に
多
い
歩
行
中
や
自

転
車
の
事
故

　
　

歳
以
下
の
子
ど
も
の
交
通

１５
事
故
死
者
数
は
、
近
年
、
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷
者

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
交
通
死
亡
事
故
で

最
も
多
い
の
は
歩
行
中
で
す
。

歩
行
中
の
事
故
の
う
ち
、
歩
行

者
側
の
原
因
を
見
て
み
る
と
、

「
飛
び
出
し
」「
横
断
違
反
」

「
信
号
無
視
」
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
交
通
事
故
で
は
、
自
転
車

乗
用
中
の
負
傷
者
が
多
い
の
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。
自
転
車
側

の
原
因
を
見
て
み
る
と
、「
安

全
運
転
義
務
違
反
」「
一
時
不

停
止
」「
信
号
無
視
」
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
歩
行
中
、

自
転
車
乗
用
中
い
ず
れ
も
基
本

的
な
交
通
ル
ー
ル
の
違
反
が
大

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
う
ち
、

特
に
６
歳
未
満
の
幼
児
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
同
乗
中
に
死
傷

す
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
の
徹

底
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
と
一
緒
に
見
直
す
交

通
ル
ー
ル
の
大
切
さ

　

子
ど
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
、
子
ど
も
自
身

が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

も
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。
新
入
学
と
い
う
時
期
は
、

そ
う
し
た
交
通
ル
ー
ル
を
身
に

つ
け
る
、
と
て
も
大
切
な
時
期

で
も
あ
る
の
で
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
は
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
歩
行

者
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
な
ど
、
道
路
を
利
用
す
る
人

み
ん
な
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
約
束
で
す
。

　

道
路
を
歩
く
と
き
は
歩
道
を

歩
く
。
歩
道
の
な
い
道
路
で
は

右
側
を
歩
く
。
横
断
す
る
と
き

は
左
右
を
確
認
す
る
。
横
断
歩

道
以
外
で
横
断
し
な
い
。
赤
信

号
で
は
横
断
し
な
い
―
―
。
日

ご
ろ
か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に

身
近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、

こ
う
し
た
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
の
大
切
さ
を
一
つ
一
つ
教
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
大
人
の
行

動
を
見
な
が
ら
物
事
を
覚
え
て

い
く
も
の
で
す
。
大
人
自
ら
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
の
お
手
本
と
な
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。　

　

春
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。
新
１
年
生
は
道
路
の
一
人
歩
き
も
ま
だ
不
慣
れ
。
毎
日
通
う
学
校
ま
で
の
道
路

に
も
危
険
や
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
に
交
通
ル
ー
ル
の

大
切
さ
を
教
え
、
き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
身
近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
、

交
通
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　平成１７年４月６日～１５日の１０日間
は「春の全国交通安全運動」です。
　春の全国交通安全運動では、「子ど
もと高齢者の交通事故防止」を基本
とするほか、「二輪車の安全利用の推

進」と「シートベ
ルトとチャイルド
シートの正しい着
用の徹底」を全国
重点と定め、交通
安全運動を推進し
ていきます。



－9－ （広報くにみ3月号）

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
か
？

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は

個
人
情
報
の
利
用
目
的
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
範
囲
内
で

個
人
情
報
を
取
り
扱
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
本
人
の
同

意
を
得
ず
に
個
人
デ
ー
タ
を
第

三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
原
則

禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

予
測
の
で
き
な
い
個
人
情
報
の

利
用
や
、
身
に
覚
え
の
な
い
事

業
者
等
へ
の
個
人
情
報
の
提
供

が
防
止
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

個
人
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
措
置
、

従
業
者
や
委
託
先
へ
の
監
督
な

ど
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
が
義
務
規
定

に
違
反
し
て
、
不
適
切
に
個
人

情
報
を
取
扱
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
事
業
を
所
管
す
る
主
務
大

臣
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
事
業

者
に
対
し
勧
告
、
命
令
等
の
措

置
を
と
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
者
が
命
令
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

消
費
者
は
こ
の
法
律
に
よ

り
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
か
？

個
人
情
報
の
本
人
は
、
個

人
情
報
取
扱
事
業
者
に
対

し
て
、
自
分
に
関
す
る
情
報
の

開
示
や
訂
正
等
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
事
業
者
が
法

律
の
義
務
に
違
反
し
て
個
人
情

報
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
利
用
停
止
等
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
事
業
者

や
、
認
定
を
受
け
た
個
人
情
報

保
護
団
体
に
よ
る
苦
情
対
応
の

ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談
窓

口
な
ど
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
、
法
律

の
規
定
を
遵
守
す
る
ほ
か
、
個

人
情
報
の
保
護
に
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
ご
自
分
の
大
切
な
個
人
情

報
を
守
る
た
め
に
は
、
自
分
の

情
報
を
む
や
み
に
提
供
し
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、「
自
分
の

情
報
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。

◆
詳
し
く
は
内
閣
府
国
民
生
活

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
5.cao.g

o.jp
/
se

ik
atsu
/k
ojin
/in
d
ex
.h
tm
l/

　

近
年
、
経
済
・
社
会
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
官
民
を

通
じ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、

大
量
の
個
人
情
報
が
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
情
報
は
、

そ
の
性
質
上
い
っ
た
ん
誤
っ
た
取
扱
い
を
さ
れ
る
と
、
個
人

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
高
度
情
報
通
信
社
会
の

便
益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
、
平
成　

年
１５

５
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
が
平
成　

年
１７

４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　現在、住民サービス向上のため「町民カード」をお持ちの方に、時間外や土日・祝祭
日に自動交付機による「住民票（写）・印鑑登録証明書・各種納税証明書」の交付をして
おりますが、３月１６日から、町民カードのほか「住民基本台帳カード」でもご利用できる
ようになりました。

○利用するには…？
・住民基本台帳カードをお持ちの方で自動交付
機をご利用いただくには、町民カードの交付
を受けていること、また住民基本台帳カード
利用申請書を提出いただく必要があります。
・交付の手続は平日の８：３０から１７：００となりま
す。
○詳しくは、下記へお問い合わせ下さい。

◆問い合わせ　住民生活課住民グループ
�５８５－２１１６（直通）



－10－（広報くにみ3月号）
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　全国果樹技術・経営コンクールで農林水産省
生産局長賞を受賞した渋谷貞明さん（光明寺）
が、町長に受賞の報告をしました。
　果樹部門での作業効率の大幅向上や労力分散、
栽培技術の向上が認められての受賞です。おめ
でとうございます。

������

　国見町消防団（朽木勝之団
長）第５分団第２部（光明寺・
高城担当）の積載車が更新さ
れ、最新鋭の車両が配備され
ました。
　車両は四輪駆動のもので、
山間部を担当区域にもつ第５
分団第２部の強い味方となっ
てくれることでしょう。

��������	
�

　大木戸小学校ＰＴＡでは、家庭教育学級の一
環として、「ふるさとの昔話を聞こう」をテー
マに、「お話おばさん」でおなじみの横山幸子
さん（梁川町在住）の昔話を聞きました。
　日ごろの生活の参考や教訓となることがふん
だんに盛り込まれている昔話。横山さんの巧み
な話術とともに、児童たちは真剣に聞き入りま
した。

���������	
������

　世良公則コンサートが観月台文化センターで行
われました。
　アコースティックギター１本とは思えない迫力
のあるステージ、ヒット曲が披露されると、満員
となったホールから歓声が沸きあがり、会場は一
つになりました。



－11－（広報くにみ3月号）

保健だより 保健だより 

＊＊＊　　乳 児 健 診 　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後２時５月２６日（木）
・３か月児（平成１７年１月生まれ）

・９か月児（平成１６年７月生まれ）

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　ニコニコ相談会　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後２時～午後３時５月１２日（木）国見町在住の乳幼児及びその保護者

【実施内容】身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》母子健康手帳を忘れずに！

留　意　点料金対　象　者検診科目

国民健康保険に加入されている方は、無

料となります。国民健康保険証を必ず持

参して下さい。

また、７０歳以上の方、住民税非課税世帯、

生活保護世帯の方も無料となりますので、

受付に申し出てください。

無料昭和４１年４月１日以前に生まれの方胸部レントゲン

１０００円昭和６３年４月１日以前生まれの方基本健康診査

４００円４０～７０歳までの未受診者肝炎検査

４００円５０歳以上の希望男性前立腺検診

８００円昭和４１年４月１日以前生まれの方胃がん検診

４００円
２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳の女性

骨粗鬆症検診

＊＊＊　　ポリオ集団予防接種（平成１７年度実施日程について）　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間対象乳幼児該　　　当　　　児

観月台文化センター
大研修室

午後１時３０分～午後２時

実施日に満３カ月から
９０月未満までの１回も
しくは２回未投与の乳
幼児

平成１７年６月８日（水）

平成１７年６月１５日（水）

平成１７年１０月５日（水）

平成１７年１０月１２日（水）

※注意すること…６週間以上の間隔で２回投与します。（６月・１０月各２日間の内、都合の良い日においで下さい）
《持参するもの》ポリオの予防接種予診票を記入し、母子健康手帳と一緒にお持ちください。

◇予防接種実施医療機関の追加について◇
　下記の医療機関で、乳幼児の三種混合、二種混合、麻しん、風疹、日本脳炎

の予防接種が受けられるようになりました。

　〈井上内科クリニック〉
　住所：桑折町大字谷地字石塚１５　　�５８１─ ２２０２　　要予約

　春の総合検診が５月６日、９～１３日、１６～２１日、２３～２５日（延べ１５日間）にわたって実施されます。
　詳細につきましては、各種検診内容を明記した資料を各戸に配布いたします。



－12－（広報くにみ3月号）

福
島
県
警
察
官

特
別
募
集

　

９
月
採
用
予
定
の
福
島

県
警
察
官
採
用
候
補
者
試

験
（
特
別
募
集
）
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格
…
昭
和　

年
５０

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
方
又
は
平
成　

年
８
月

１７

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間
…
４
月
４
日

か
ら
４
月　

日
ま
で
▼
試

１５

験
日
…
５
月　

日（
日
）▼

２２

受
験
申
込
書
は
県
人
事
委

員
会
、
各
警
察
署
で
配
布

▼
平
成　

年
４
月
採
用
公

１８

募
の
内
容
に
つ
い
て
は
５

月
上
旬
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事
委
員
会

�
５
２
１
│
７
５
９
０

福
島
県
警
察
本
部

�
０
１
２
０
│
２
７
６
３

１
４

　

人
事
院
で
は
、
大
学
卒

業
程
度
の
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
、

高
校
卒
業
程
度
の
Ⅲ
種
の

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験
】
▼
受
付
期

間
…
４
月
１
日
か
ら
４
月

８
日
ま
で
▼
一
次
試
験
日

…
５
月
１
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験
】
▼
受
付
期

間
…
４
月　

日
か
ら
４
月

１３

　

日
ま
で
▼
一
次
試
験
日

２２…
６
月　

日（
日
）

１９

【
Ⅲ
種
試
験
】
▼
受
付
期

間
…
６
月　

日
か
ら
６
月

２１

　

日
ま
で
▼
一
次
試
験
日

２８…
９
月
４
日（
日
）

　

な
お
、
申
込
み
用
紙
の

請
求
や
受
験
資
格
等
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

課
試
験
係

�
０
２
２
│
２
２
１
│
２

０
２
２

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o.jp

/saiyo/saiyo.htm
/

国
家
公
務
員

西
根
堰
土
地
改
良
区
よ
り

農
地
の
異
動
届
を

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良

区
費
の
水
利
費
賦
課
は
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
農
地

面
積
を
基
準
に
算
出
さ
れ

ま
す
。
平
成　

年
度
の
水

１７

利
費
賦
課
の
基
準
と
な
る

農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出

を
し
て
下
さ
い
。

◆
届
け
出
が
必
要
な
場
合

…
◇
農
地
の
売
買
な
ど
に

よ
り
所
有
権
が
変
わ
っ
た

と
き
◇
地
区
除
外
を
す
る

と
き
◇
経
営
移
譲
や
死
亡

な
ど
で
名
義
変
更
を
し
た

と
き
◇
農
地
の
貸
借
が
あ

っ
た
と
き
（
水
利
費
の
支

払
義
務
者
を
確
認
し
て
下

さ
い
）
◆
届
け
出
期
間
…

３
月　

日
ま
で

１８

◆
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

�
５
８
２
│
２
３
１
９

空
き
缶
回
収
機（
く
う
か

ん
鳥
）の
廃
止
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
３
月
か
ら
、

空
き
缶
の
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
愛
用
い
た
だ
き

ま
し
た
「
空
き
缶
回
収
機

（
く
う
か
ん
鳥
）」
は
、
機

械
の
老
朽
化
に
よ
る
故
障

回
数
の
増
加
と
修
理
部
品

の
確
保
・
交
換
が
難
し
い

こ
と
か
ら
、
平
成　

年
３

１７

月　

日
を
も
っ
て
廃
止
さ

３１

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

補
助
券
の
景
品
等
と
の

交
換
に
つ
い
て
は
平
成　
１７

年
５
月　

日
ま
で
役
場
住

３１

民
生
活
課
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
６
月
１
日
以
降
は

交
換
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー

プ�
５
８
５
│
２
１
１
６



－13－（広報くにみ3月号）

人口と世帯 

４月の心配ごと相談 

男　5,185人（－５） 
女　5,603人（－２） 

５日�　菅野善一郎さん 
　　　　佐藤　愛子さん 
15日�　吉田　勝基さん 
　　　　阿部　君子さん 

25日�　八巻　忠一さん 
　　　　松浦ひろ子さん 
�場所　役場（２階）相談室 
�時間　午前９時～正午 

平成17年２月１日現在 

人口 10,788人（－７） 

出生 ６人　死亡 13人 
転入 16人　転出 16人 

世帯 3,229世帯 

掲載を希望されない
方は、届け出の際に
お申し出下さい。

（２月末日までに、当町窓
口で受付した方で、住所を
有する方を掲載しました。）

�
�
�
�

佐
藤　

久　
さ
ん　
（
前
田
）

７８

岩
城　

ト
ヨ
さ
ん　
（
川
内
）

８３

佐
藤　

イ
シ
さ
ん　
（
高
城
）

８２

渡
邊　

善
一
さ
ん　
（
高
城
）

８０

村
上　

一
義
さ
ん　
（
山
崎
北

）

６３

中
村　

武
夫
さ
ん　
（
泉
田
上

）

６４

酒
井　

勝
夫
さ
ん　
（
第　

）

７４

１２

村
上　

一
郎
さ
ん　
（
山
根
）

７３

佐
藤　

茂
雄
さ
ん　
（
第
７
）

８８

黒
田　

勝
美
さ
ん　
（
泉
田
下

）

３１

奥
山　
　

幸
さ
ん　
（
駅
前
）

８７

　
　

お 
子 
さ 
ん　
　

　
　

　

　

　

　

保

護

者

川
又　
 
純 
菜

   

ち
ゃ
ん（
板　

橋
）

じ
ゅ
ん 
な

　

圭
一
さ
ん　

美
奈
子
さ
ん

齋
藤　
　

奏
   

ち
ゃ
ん（
大　

坂
）

か
な
で

　

利
多
さ
ん　

秀　

子
さ
ん

―
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
―

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

　

平
成　

年
度
の
労
働
保

１６

険
の
年
度
更
新
を
す
る
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
初
め
に
福
島
労
働

局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告

書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お

読
み
い
た
だ
い
て
、
５
月

　

日
ま
で
に
最
寄
り
の
銀

２０行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準

監
督
署
、
福
島
労
働
局
に

お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室

�
５
３
６
│
４
６
０
７

―お　詫　び―
　２月号「３月の心配ごと相談」の氏名
が間違っておりました。
４日�松浦惣一さん、斎藤洋子さん
１５日�熊坂文夫さん、近藤時子さん
２５日�三瓶　茂さん、佐久間モトさん
以上のとおりです。
お詫びして訂正いたします。

◆縦覧期間…４月１日～５月２日ま
で（土・日・祝日除く）
◆縦覧できる方
①納税者（同一世帯の親族含む）

②納税管理人

③①及び②の委任状を持参した方
◆必要なもの…申請人（窓口にきた
方）であることを証明するもの

（免許証、健康保険証等）
◆手数料…無料

◆閲覧できる方…
①納税義務者（同一世帯の親族含む）

②納税管理人

③借地人、借家人等

④当該固定資産の処分する権利を有する一定の人

⑤①～④の委任状を持参した方
◆必要なもの…申請人（窓口にきた方）であることを証明す
るもの（免許証、健康保険証等）、法人の場合は登録印、借

地人・借家人等は契約書等、処分する権利を有する一定の

人はそれを証する書類

◆手数料…１件３００円（４月１日～５月２日までは納税義務者
は無料）

固固固固固固固固固固定定定定定定定定定定資資資資資資資資資資産産産産産産産産産産税税税税税税税税税税課課課課課課課課課課税税税税税税税税税税台台台台台台台台台台帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳のののののののののの閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいてててててててててて固定資産税課税台帳の閲覧について土土土土土土土土土土地地地地地地地地地地・・・・・・・・・・家家家家家家家家家家屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋価価価価価価価価価価格格格格格格格格格格等等等等等等等等等等土地・家屋価格等
縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿のののののののののの縦覧帳簿の
縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいてててててててててて縦覧について

詳しくはお問い合わせ下さい。◆問い合わせ…税務課課税グループ　�５８５─２７７９



－14－（広報くにみ3月号）

国見町教育委員会生涯学習課 
（観月台文化センター） 

�（585）2676　FAX（585）2707 
e-mail　shogai@town.kunimi.fukushima.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

《３月》……………………………
１５日（火）　子ども移動図書館（小坂小）

１６日（水）　くにみ女性教室（運営委員会）

１８日（金）　阿津賀志学級（年度末学級委員会）

《４月》……………………………
４日（月）　休館日

行事のお知らせ行事のお知らせ

　

２
月　

日
の
閉
講
式
後
に

１６

「
共
に
生
き
る
力
〜
あ
な
た
と

私
の
い
い
関
係
〜
」
と
題
し
て

講
師
に
桑
折
町
在
住
の
畠
腹
桂

子
先
生
を
迎
え
最
終
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
共
生
と

は
「
人
、
自

然
、
環

境
、
社

会
」
す
べ
て
に
お
い
て
意
識
し

な
が
ら
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
い
い
関
係

を
つ
く
る
に
は
、
自
分
に
気
づ

く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
を
ま
ず
教
室
生
同
士
で

い
い
関
係
を
見
つ
め
直
す
体
験

と
し
て
挨
拶
や
触
れ
合
い
、
誉

め
合
い
な
ど
の
実
践
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
に
、
教
室
で
学
ん

だ
こ
と
は
、
そ
こ
で
終
わ
り
に

せ
ず
に
家
庭
や
地
域
に
い
い
関

係
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
、
教
室

で
学
ぶ
意
義
で
あ
る
と
い
う
お

話
し
を
伺
い
、
大
変
有
意
義
な

も
の
で
し
た
。

　

２
月　

日
、
観
月
台
文
化
セ

１８

ン
タ
ー
大
研
修
室
に
お
い
て
、

今
年
度
最
後
の
成
人
学
級
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
風
邪

を
ひ
い
て
欠
席
さ
れ
た
学
級
生

が
数
人
お
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
、
５
月
の
開
講
式
に
次
ぐ

　

名
に
な
り
ま
し
た
。

３５
　

武
田
公
民
館
長
か
ら
一
年
間

の
研
修
を
ね
ぎ
ら
う
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
成
人
学

級
担
当
中
村
洋
平
社
会
教
育
指

導
員
か
ら
今
年
一
年
間
の
学
習

内
容
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に

学
級
生
を
代
表
し
て
成
人
学
級

委
員
長
の
矢
部
安
男
さ
ん
か
ら

お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ

て
閉
講
式
は
、
終
了
し
ま
し
た
。 　

今
年
度
の
成
人
学
級
を
振
り

返
り
ま
す
と
齋
藤
一
哉
先
生
の

一
生
涯
、
自
分
の
宝
物
を
探
し

求
め
る
こ
と
が
生
き
が
い
で
あ

り
、
若
さ
を
保
つ
こ
と
に
な
る

と
い
う
講
演
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

遺
産
相
続
、
合
併
問
題
、
川
柳

の
作
り
方
、
そ
し
て
本
宿
尚
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
医
学

的
な
健
康
講
話
ま
で
多
面
的
な

研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

春
に
は
い
わ
き
・
勿
来
方
面
、

秋
に
は
新
潟
弥
彦
・
寺
泊
へ
太

平
洋
か
ら
日
本
海
に
わ
た
る
見

学
を
し
て
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　

来
年
も
魅
力
の
あ
る
有
意
義

な
成
人
学
級
と
な
る
よ
う
な
学

習
計
画
を
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
せ
の
上
、
多
数

の
成
人
学
級
生
の
加
入
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　

閉
講
式
は
、
２
月　

日
に
行

２６

わ
れ
ま
し
た
。
寒
い
時
期
の
た

め
体
調
を
崩
し
た
教
室
生
が
多

い
な
か
、　

名
の
参
加
が
あ
り

１６

ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
料
理

教
室
で
は
、
国
見
町
食
生
活
改

善
推
進
員
の
８
名
の
皆
さ
ん
と

阿
部
管
理
栄
養
士
か
ら
作
り
方

を
教
わ
り
な
が
ら
、
す
い
と
ん

と
豚
肉
の
二
色
巻
き
と
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

班
に
分
か
れ
て
作
業
を
分
担
し

協
力
し
な
が
ら
美
味
し
く
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
一
年
間
休
ま

な
か
っ
た
次
の
８
名
に
皆
勤
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
藤
田
小
四
年
）
西
坂
幸
歩
也
、

（
藤
田
小
五
年
）
菊
地
由
紀
、
大
津

聡
史
、
高
野
萌
々
子
、
黒
田
冴
歌
、

菅
野
瑞
樹
、
菊
地
正
平
、
内
村
覚

�
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

�
く
に
み
女
性
学
級

自分探しができました

一年間をふりかえる

�
成
人
学
級

手料理に奮闘中
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平
成　

年
度
阿
津
賀
志
学
級

１６

の
閉
講
式
並
び
に
交
通
安
全
大

学
修
了
式
は
、
２
月　

日
に
観

２５

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
百
十
余
名
の
学
級
生
出

席
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
は
、
角
田
寛
副
委
員
長
の

「
開
式
の
こ
と
ば
」
の
後
、
全

体
で
「
阿
津
賀
志
学
級
の
歌
」

を
斉
唱
、
町
長
公
務
の
た
め
武

田
幹
夫
公
民
館
長
代
読
に
よ
り

学
級
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
等
の
お

話
と
激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
公
民
館
長
か
ら
皆

勤
賞
９
名
（
代
表
佐
野
イ
ク
）、

精
勤
賞　

名
（
代
表
斎
藤
四

１２

郎
）
が
授
与
さ
れ
、
交
通
安
全

大
学
修
了
証
は
、　

名
（
代
表

５９

斎
藤
ト
モ
子
）
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
藤
忠
美
町
議
会
議
長
か
ら

は
日
頃
の
努
力
の
慰
労
と
激
励

の
祝
辞
を
頂
き
、
横
山
秀
秋
桑

折
警
察
署
長
か
ら
は
署
管
内
の

交
通
事
故
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
交
通
安
全
の
助
言
と
祝

辞
を
頂
き
、
潤
い
の
あ
る
生
活

の
確
立
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
安
藤
政
治
学
級
委

員
長
か
ら
「
学
級
生
代
表
謝

辞
」
が
述
べ
ら
れ
、
大
波
登
美

副
委
員
長
の
「
閉
式
の
こ
と

ば
」
で
盛
会
に
式
を
終
え
ま
し

た
。

　

式
後
、
国
見
町
ポ
ン
グ
リ
劇

団
に
よ
る
「
交
通
事
故
と
振
り

込
み
詐
欺
」
と
題
し
た
実
感
あ

ふ
れ
る
寸
劇
を
鑑
賞
し
、
来
期

の
元
気
な
学
習
を
期
待
し
解
散

し
ま
し
た
。

�
阿
津
賀
志
学
級

�
地
区
移
動
公
民
館

「
小
坂
地
区
家
庭
教
育
座
談
会
」

　

時
代
の
急
激
な
変
化
に
伴
い

子
育
て
の
環
境
も
大
き
く
変
化

し
、
子
育
て
中
の
親
さ
ん
た
ち

か
ら
「
家
庭
で
子
ど
も
を
ど
う

育
て
た
ら
い

い
の
？
」
と

い
う
叫
び
が

聞
こ
え
る
よ

う
で
す
。「
教

育
の
原
点
は

家
庭
」
で
す

が
、
一
人
で

悩
ま
ず
世
代

を
越
え
て
地

区
の
人
た
ち

み
ん
な
で
「
家
庭
教
育
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
る
こ
と
も

意
義
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
２
月　

日
に
小
坂

２７

小
学
校
長
森
口
智
典
先
生
を
講

師
に
招
い
て
、
小
坂
地
区
の
皆

さ
ん
と
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の

座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
は
、
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
講
師
の
先
生
か

ら
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
討

論
し
、
全
体
で
発
表
し
合
う
バ

ズ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
行
い
、

ま
と
め
に
は
、
貴
重
な
資
料
を

も
と
に
子
育
て
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約　

名
の
参
加
者
は
講
師
の
巧

３０
な
話
術
に
乗
り
、
積
極
的
に
意

見
を
出
し
合
い
実
の
あ
る
話
し

合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、
乳
幼
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
や
子
育
て
に
関
わ

っ
て
い
る
人
を
対
象
に
「
子
育

て
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
達
が
学
習
し
て
い

る
間
、
乳
幼
児
の
お
世
話
を
し

て
く
だ
さ
る
「
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
の
他
に
も
端
午
の
節
句

や
焼
き
芋
パ
ー
テ
ィ
等
を
一
緒

に
し
て
楽
し
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、　

名
の
方
々
に
協

２０

力
を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
５
８
５
│
２
６
７
６

�
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

阿津賀志学級
�対象…町内在住の概ね７０歳
以上の男女

�期間…５月～２月
�時間…午前９時～１１時半
�費用…年間１，０００円

成人学級
�対象…町内在住の２０歳～概
ね６０歳代の男女

�期間…５月～２月
�時間…午後１時半～３時半
�費用…年間１，０００円

くにみ女性学級
�対象…町内在住の２０歳以上
の女性

�期間…５月～２月
�時間…午前１０時～１１時半
�費用…年間５００円

子育て教室
�対象…０歳～３歳児を持つ
父母や祖父母

�期間…５月～３月（月３回
程度）

�時間…午前９時半～１１時半
�費用…年間２，０００円（幼児
一人分のおやつ代）

�定員…２０人程度

皆勤賞を受ける佐野さん
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分譲　　　　は分譲済み 

●契約時に1割、残りは3年以内の分割納入
が可能に！ 
●借り入れによる一括支払の場合は3年間の
利子補給制度新設 
　（1千万円を限度に、2％について3年間利子補給） 

POINT 上・下水道完備 

POINT お求めやすい坪10.2万円から 

POINT 74坪～139坪のゆとりの立地 

POINT 段差のない車道と歩道 

恵まれた立地条件 国見IC藤田駅 まで数分 

POINT 憩いの緑地公園4カ所 

POINT

国見町企画財政課 
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

　
現
在
５２
区
画
が
あ
り
、
先
着
順
に

要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。
建
築

期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定
さ

れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。 

　
平
成
１１
年
度
に
１
６
２
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売
を

進
め
、
既
に
１
１
０
区
画
を
分
譲
、
残
り
５２
区
画
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し

い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
既
に
８４
世
帯
２
６
０
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住
さ
れ
、
半

数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進
し
て
お
り

ま
す
。「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ
た
も
の

だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入
居
さ
れ
て

い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

編
集 

発
行 

国
　
見
　
町 

〒
9
6
9
―
1
7
9
2 

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字 

藤
田
字
一
丁
田
二 

2
の
1
 

T
E
L
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
1
1
 

F
A
X
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
8
1
 

E-m
ail som

u@
tow
n.kunim

i.fukushim
a.jp 

U
RL w

w
w
.tow

n.kunim
i.fukushim

a.jp/

こ
の
印
刷
物
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
及
び
 

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
す
。
 

大
木
戸
小
６
年

雪
と
け
て　

聞
こ
え
て
き
た
よ　

春
の
声

（
大
沼　

早
紀
）

う
め
の
花　

い
っ
し
ょ
に
春
を　

つ
れ
て
く
る

（
阿
部　

智
一
）

林
檎
の
花　

早
く
育
て
と　

思
い
つ
つ

（
長
谷
川
良
太
）

春
風
に　

く
る
り
く
る
く
る　

風
車

（
中
山　

宗
俊
）

夜
の
空　

輝
く
星
や　

き
れ
い
だ
な

（
松
田　

将
太
）

春
の
日
の　

や
さ
し
い
空
に　

白
い
く
も

（
吉
田　

瑞
穂
）

春
の
日
の　

午
後
の
休
日　

の
ど
か
か
な

（
安
藤　

正
行
）

春
嵐　

桜
の
花
が　

ひ
ら
ひ
ら
と

（
関
根　

健
太
）


